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この報告は，本誌に継続報告 している「保育者養成校翠業生の進路と職場適応」の第6
報である。これは，同一対象者を追跡的l乙継続調査する万法によって，筆者が昭和43年か
1）～17) 
ら実施してい る 「保育者の適応に関する研究」 の一部をなすものであり， いくつかの調査
項目の結果について継続発表しているものである。
本報告は，卒業後 5年経過した時点で実施した調査の結果を中心iζ，これまでの調査結
果と比較しながら，次の点について検討を加えたものである。
① 保育者養成校卒業生の進路は，卒業後 5年経過時においてどうなっているか。ほと
んどの者が就職し，多く は専門を生かす進路を歩みだしたのであったが3 4年経過時には，
専門分野就職者の減少が目立ち，就職していない者が35予ぢを占めるに至っていた。 更に 1
年が過ぎた時点では，進路状況はどう変化しているであろうか。 （進路状況の検討）
② 就職者の職場適応はどうなっているか。就職者の職場に対する満足度はあまり高 く
なく，相変 らず良い適応とはいえない状態が続いていたが， 5年を経過した時点において
も，同様な状態にあるのであろうか。 （職場適応、の検討）
③ 彼女 らは，調査時点において，どんな生活争送り，それに対して伺を感じているの
か。はたして彼女らは，身体的にも精神的にも健康で，経済的にも恵まれ，家族関係や自
己実現においても満足しているであろ うか。人生に対してどんとよ実感を持っているであろ
うか。（生活状況の検討）
H 方 ；去
昭和45年3月札幌市所在保育者養成校を卒業 した者379名を対象とした （表 1）。 5年
経過時点、での現在状況， 職場適応及び生活意識に関する質問紙調査票（省略）を作製し，
郵送法によ って，50年8～ 9月に実施した。全対象者l乙対する回収率（受取人不明によ る
返送分を含む）は53. 3予ぢ （202名）であった。回答者の内訳は表 2の通りである。
その後， 未回答者に対する現状確認調査を，職場等lζ郵送法で照会するなどの万法によ
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表 1 対象者 の内訳
昼夜の別 養成校の穏類・校数（取得可能資格 ） 人 数
私立短大 2校（幼稚園教諭と保母）
昼間養成校 私立短大 1 II （幼稚園教諭のみ）
公立養成校 1 /（保母のみ ） 50 379 
私立養成校 1 II （幼稚園教諭と保母）
夜間 養 成校 185 
私立養成校 1 II （保母のみ） 60 
って行った結果，全体の92.9タ彰
に相当する352名の現在状況を
明らかにすることができた。
E 結果と考察
1. 進路状況について
( 1) 進路の概況
表3は，保育者養成校卒業生
の進路状況テ卒業初年度の 4月
（以下率業時と呼ぶ）と本調査
の5年経過時とについて整理し
たものである。
5年経過時（50年 4月）の進
表 2 回答者 の内訳
分 類 ｜ 人数（%）
23 (11 4) 
60 (29. 7) 
17 ( 8. 4) 
13 ( 6. 4) 
18 ( 8. 9) 
6 ( 3 0) 
65 (32 2) 
202 (100. 0) 
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表3 卒業後の進路と，専門分野就職
者の減少と就職以
外の者の増加とが
明確に認められる。
専門分野就職者は
卒業時74. 2必を占
人（%）
卒業時 I5年経過時
( 45年 4月 lI < 50年 4月）
進 路
幼稚園（教諭） 1120(31. 7) 
保育所（保母 lI 94(24. sl 
精神薄弱児施設I20 c 5.3) 
養護施設I12( 3 2) 
38(10.0) 
92(24.3) 
8( 2. l) 
4( l. l) 
5( 1. 3) 
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5( l. 3) 
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めるに至っている。
乙れを更に詳細にみれば，幼稚園教諭の減少と家事従事者の増加とがその主因となって
いることがわかる。乙の ζ とは，すでに 1年経過時から認められたもので，年々顕著な傾
向を示してきたものである。卒業後の進路の変化を措いた図 1から，保育所保母，施設保
母，その他の専門分野就職者，専門外分野就職者の場合は，ゆるやかな曲線を描いて漸減
の傾向をたどってきたのに対して，幼稚園教諭の減少と就職以外の者（ほとんどが家事従
事者）の増加とは極めて著しかったことがわかるのしかし， 4年経過時から 5年経過時に
かけての幼稚園教諭の減少は少数にとどまり，激減から漸減への転換が認められる。
おもとよ専門職についてみると，幼稚園教諭，養護施設保母，伸よし子ども館児童指導員
では卒業時の 3分の IP:減少し，精神薄弱児施設保母では半分以下に減少しているのであ
るが，保育所保母と肢体不自由児胞設保母では卒業時と変わりない就職者数争保っている。
家事従事者の多ミは結婚生活に結びつく動きであって，結婚や出産号機会に退職し，家
事 ・育児lζ専念する姿が数字の上に現れてきているのであるが，結婚・出産後も職場にと
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どまり活躍している者も少なくない。卒業後 5年経過時で判明した既婚者は181名（不明
a死亡者を除く 全体の51.6 予ぢに当たる）で，このうち40.9必 （74名） は職についている者
である。 もっとも，有職者の既婚率が35. 7 9ぢであるのに対して，無職者の場合には74.39ぢ
と高い。
(2) 進路変化の方向
表 3は全体的な進路の変化を示したものであるが，変化の方向や同一職種聞の変化につ
いては明らかにしていない。そ ζで次lζ，乙れまでと同様K，変化の方向を資料の縦断的
検討によ って明らかにしたいと思う。
表 4は， 卒業時就職者及び4年経過時就職者の勤務状況が 5年経過時点においてどうな
っているか，を示したものである。まず， 卒業時就職者についてみる と，同一職場lζ継続
勤務している者は24.89ちとなっている。すなわち， 乙の 5年間lζ75.29ちの者は第ーの職場
を離れてしまっているのである。転 ・退職者の現在状況は，退職 （調査時点で就職してい
ない）者が最 も多く，転職 して現在勤務中の者では， 類似職種 ・異種職種で働いている者
がやや多くなってい る。 ζれを職種別にみると，保育所保母の継続勤務率が高L、。全体的
に現在就職していない者が多くなっているが，保育所保母であった者は現在も保育所保母
で，施設保母とその他の者は類似職種で，幼稚園教諭と専門外分野の者は異種職種で現在
勤務している率が高L、。なお，これまでの各調査時点での継続勤務者の状況を一覧表にし
てみると，表5のような結果となっている。継続勤務者は年々減少していく訳であるが，
表4 就職者の勤務状況の変化
( 1. ~業時就職者の状況 ）
人（%）
勤務状況 全 体
専 門 分 野
専門外分野
幼 稚園 保 育所 施 設 その 他
継 続 勤 務 84 (24.8) 23 ( 19. 2) 34 (36.2) 11 (27. 5) 6 (22. 2) 10 (17. 2) 
32 ( 9.4) 9 ( 7. 5) 18 (19. 1) 2 ( 5. O) 3 ( 5. 2) 
転職類似職種 38 (11. 2) 12 (10. O) 6 ( 6.4) 6 (15 0) 12 (44. 5) 2 ( 3. 4) 
異種職種 38 (11. 2) 15 (12. 5) 5 ( 5.3) 1 ( 3. 7) 17 (29. 3) 
退 職 147 (43. 4) 61 (so. 8l 31 (33.0) 21 (52.5) B「（59.6) 26 (44. g) 
計 339(100. O) 120(100. o) 94(100. 0) 40 (1,00. 0) 27(100. 0) 58(100. 0) 
( 2 4年経過時就職者の状況）
人（%）
勤務状況 全 体
事 p号 分 野
専門外分野
幼 稚園 保育 所 施 設 その 他
継 続勤務 182 (79. 5) 36 （目立 8) 80 (85. 1) 19 (82. 7) 14 (77. 8} 33 (62. 3) 
7 ( 31) 3 ( 3. 2) 1 ( 4. 3) 3 ( 5.7) 
転職類似職種 4 ( l. 7) 1 ( 1.1) 1 ( 4.3) 2 (11. 1) 
異種職種 5 ( 2. 2) 1 ( 2. 4) 4 ( 7. 5) 
退 職 31 (13. 5) 4 ( 9.8) 10 (10 6) 2 ( 8. 7) 2 (11.1) 13 (24. 5) 
計 229(100. O) 41 (100. 0) 94(100.0) 23(100. o) 18 (100. 0) 53 (100. 0) 
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表5 各調査時点における継続勤務者
人（%）
調査時点 全 体
専 r号 分 野
専門外分野
幼稚園 保育所 施 設 その他
6カ月経過時 323 (95. 2) 117 (97. 5) 92 (97. 9) 40( 100. 0) 23 (85. 2) 51 (87. 9) 
1 年 F〆 257 (75. 9) 90 (75. 0) 76 (81. 0) 36 (90.0) 15 (55. 6) 40 (69. O) 
2 年か 195 (57.5) 69 (57. 5) 60 (63. 9) 25 (62. 5) 11 ( 40. 7) 30 (51. 8) 
3 年 H 146 (43. 1) 47 (39. 1) 49 (52. 1) 17 ( 42. 5) 11 ( 40. 7) 22 (38. ol 
4 年 H 101 (29.8) 27 (22. 5) 39 ( 41. 4) 13 (32. 5) 8 (29. 6) 14 (24. 1) 
5 年 H 84 (24.8) 23 (19. 2) 34 (36. 2) 11 (27. 5) 6 (22. 2) 10 (17. 2) 
表5から，全体としては，転・退職者は 1年以内（特に 6カ月から 1年にかけて）が最も
多く，以降は年々少なくなっている。 4年経過時から 5年経過時にかけてが最も少ない。
乙の傾向は，施設保母を除く各群も同様である。施設保母では， 1年→ 2年の聞に最も多
く転 退職者がでたが，それ以降は年々少なくなっている。
次lζ， 4年経過時就職者についてみると，乙の 1年間の継続勤務者は全体で79.5%とな
っている（表 4の 2）。卒業時就職者の場合に比べて 3 比較の期聞が 5分の 1と短いので
当然ながら高い比率となっている。継続勤務率は，専門外分野とその他の専門分野とが低
い。これまでの各経過時点における過去 1年間の変化予整理してみると，表 6Iと示す通り
であるが， 4年経過時までは，経続勤務率と転職率とがわずかずつ減少し，退職率が増加
する傾向をたどってきた。ところが 5年経過時では，経続勤務率が過去 4年では見られな
かった高い率となったため，退職率が逆lと滅少する結果となっている。職種別にみると，
幼稚園教諭 ・保育所保母 ・施設保母がし、ずれも継続勤務率が高かったのであるが，幼稚園
教諭において，これまでの傾向とは大きく違った結果となった点が注目されろ。
表6 各経過時点における前年就職者の変化
（%） 
通式 専 門 分 野全 体 専門外分野幼稚園 保育所 施 設 その他
1年 75. 9 75. 0 81. 0 90. 0 55. 6 69.0 
2 II 7. 2 76.6 83. 1 72. 1 76. 2 72.2 
継続勤務 3 II 73. 9 70. 2 79. 6 70.6 88.8 66. 1 
4 II 71. 6 59. 3 78. 9 80. 8 80. 0 65.3 
5 II 79. 5 87. 8 85. 1 82. 7 7. 8 62. 3 
1年 8.8 8. 3 7. 4 5. 0 14.8 12. 1 
2 I/ 12. 0 13. 7 7. 5 18.6 16. 4 
退 職 3 II 16. 2 21. 4 12.0 17. 6 5. 6 18. 6 
4 II 18. 6 32.8 12. 1 15.4 10. 0 18.2 
5 II 13. 5 9. 8 10. 6 8. 7 11. 1 24.5 
1年 15. 3 16. 7 11. 6 5. 0 29. 6 18. 9 
2 II 10. 8 9. 7 9. 4 9. 3 23.8 11. 4 
転 職 3 II 9. 9 8.4 8. 4 11. 8 5. 6 15. 3 
4 II 9. 8 7. 9 9. 0 3.8 10. 0 16.5 
5 II 7. 0 2.4 4. 3 8. 6 1. 1 13. 2 
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更に， 5年経過時点に観点を置きかえて検討してみよう。 5年経過時の進路状況は， 1
年前どういう状況にあったものが変化してそうなったのであろ うか。 5年経過時に就職し
ている207名についてみると， 表 7Iζ示すように，全体の87.8予ちは 4年経過時から継続し
て勤務している考であり，他からの転職あるいは未就職者の就職によったものはそう多く
ない乙とがわかる。 乙の87.8% という継続勤務率は， 表 4の 2の継続勤務率79.5% を上ま
わっている。 したがって，この 1年聞に未就職者が就職するよりも退職してしまう者の方
が多かった訳である。職種別では，未就職の就職や他からの転職が少なかった幼稚園教諭
と施設保母とが高い継続勤務率 とえfっている。 乙れまでの各経過時点における就職者の前
年からの変化を整理してみると，毎年高い継続勤務率となっており，表 6との比較から，
一貫して就職者よりも退職者の方が上まわってきた状況が明らかである（ 表 8）。
表7 5年経過時就職者の4年経過時からの変化
人（%）
専 M 分 野
4年経過時からの変化 全 体 専門外分野
幼 稚園 保育所 施 設 その 他
継 続 動 務 182 (87. 8) 36 (94. 7) 80 (86. g) 19 (95. 0) 14 (77. 8) 33 (84. 6) 
幼稚園 か ら 1 ( 0.5) 1 ( 2.6) 
保育 所 から 5 ( 2 4) 3 ( 3. 3) 2 (11.1) 
転職 施 設 か ら 2 ( 1.0) 1 ( 1.1) 1 ( 5. 0) 
そ の 他 から 2 ( l.O) 2 ( 2.) 
専門外分野から 7 ( 3 4) 4 ( 4.3) 3 ( 7. 7) 
未就 職 者の就職 8 ( 3 9) 2 ( 5. 3) 2 ( 2.2) 2(11.1) 2 ( 5. 1) 
計 201(100. ol 33(100. ol 92(100 O) 20(100. 0) 18(100. 0) 39(100. 0) 
表8 各経過時就職者の前年か白の変化
｛%） 
－~専〈 専 門 分 野全 体 専門外分野幼稚園 保育所 施 設 その他
1年 7. 2 88. 2 71. 8 83. 8 71. 3 65. 6 
2 II 84 8 92. 8 81. 4 91. 3 88.8 74.5 
継続勤務 3 II 84. 8 92.2 87. 0 92. 3 80. 0 70. 9 
4 II 82. 6 92.8 83. 0 91. 4 88. 8 67. 9 
5 II 87. 8 94. 7 86. 9 95. 0 7. 8 84. 6 
1年 7. 2 11. 3 9. 3 4.8 11. 5 
2 II 3.3 l. 2 2. 8 2.9 8. 5 
未就職者の就職 3 II 3.8 4.0 10. 0 7. 3 
4 II 6. 1 7. 4 4. 3 11. 3 
E” 3. 9 5. 3 2. 2 11. 1 5. 1 
1年 15. 6 11. 8 16. 9 6.9 23. 9 22.9 
2 II 11. 9 6. 0 15. 8 5 . 8 11. 2 17. 0 
他から 転 職 3 II 11. 4 7. 8 9. 0 7. 7 10. 0 21. 8 
4 II 11. 3 7. 2 9. 6 4. 3 11. 2 20.8 
5 / 8.3 10. 9 5.0 11. 1 10.3 
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(3) 転職・退職の状況
次lと， 4年経過時から 5年経過時までの 1年聞に転・退職した者争抜き出して，その状
況について若干の検討争加えてみよう。 4年経過時lと就職していた者（ 229名）及びその
後就職した者（ 14名）のうち， 5年経過時lζ転・退職している者は54名となっている。転
・退職率は22.29ちである。乙れは， 1年経過時88名（ 24. 2 9ち）， 2年経過時80名（ 23.3タ），
3年経過時88名（ 27.89ち） , 4年経過時79名（ 28.19ぢ）のいずれよりも，数においても，
率においても少ない。
まず，乙の 1年聞に何回転職を経験したかをみてみると，全体で転職回数 0が61.1%で
巌も多い。これは勤務していた所を退職した，あるいは就職したがまもなく退職（臨時雇
などにより）してしまい，現在は勤めていないというものである。転職 1回が38.9 9ちで，
少数ではあったが乙れまで必ずいた転職 2回以上の者は， 5年経過時にはゼ‘ロであった。
乙れまでの状況では，転職Oの割合は， 1年経過時36.3 %, 2年経過時5009弘 3年経過
時60.29杉， 4年経過時63.39ちとなっており，退職して調査時点では勤めていないという者
の率が高くなってきている。
転・退職の理由・原因については，職場環境や職務内容に対する不満というものも若干
あるが，ほとんどは，結婚・結婚準備，家事・育児のため，通勤上の問題，家の事情など
となっており，主として本人の側の事情によっている。
転・退職と前調査時の「今後の職業生活の希望jとの関係を調べてみると，表9・10の
ようになる（前調査回答者の有職者で，不明を除く 157名について）。
4年経過時の希望が
どう実現されたか，と
いう観点から整理して
みると，希望通り（職
種も考慮に入れて） 1と
実際がなっているのは，
99名（ 63.1%）で，希
望が満たされない者も
少なくない。乙の希望
充足率は， 2年経過時
の60.09ち， 3年経過時
の58.9%, 4年経過時
の63. 39彰と比べて，ほ
とんど差がない。表 9
から，同一職場継続希
望者の87.1%は満たさ
表9 転臓・退職・継続勤務希望者の 5年経過時の実際
人（%）
5年経過時の実際 退職希望者 転職希望者 継続希望者
同一職場で継続 9 (47 3) 26 (70.3) 88 (87. l ) 
1 ( 5.3) 1 ( 2.7) 4 ( 4 ol
転職類似職種へ 1 ( 5.3) 1 ( 2.7) 1 ( 1.0) 
異種職種へ 1 ( 5.3) 4 (10.8) 
退 職 7 (36. 8) 5 (13. 5) 8 ( 7. 9) 
計 19 (100. 0) 37 (100. 0) 101 (100. 0) 
表 10 転職・退職・継続勤務者の4年経過時の希望
人（%）
4年経過時の希望 転 職 者 退 職 者 継続勤務者
同一職場で継続 5 (38 4) 8 (38 1) 88 (71. 5) 
2 (15. 4) 3 (14. 3) 14 (11. 4) 
転職類似職種へ 1 ( 4.8) 4 ( 3.) 
異種職種へ 3 (23. l l 2 ( 9.5) 8 ( 6.5) 
退職 その他 3(23.ll 7 (33_ 3) 9 ( 7. 3) 
計 13(100. O) 21(100.0) 123(100. O) 
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れているが，退職希望者では36.8予ぢ2 転職希望者では12.5 9ぢ（転職希望方向を考慮に入れ
ると 4名のみ該当 ）の者が満たされたにとどまっている。特に，転職希望者に満たされな
かった者が多く，結局，そのまま同一職場に70.3必の者がとどまっている。
乙れを観点を変えて， 5年経過時の結果から 4年経過時の希望がどうであったか，をみ
てみると，転・退職者の約 4割は同一職場継続勤務ぞ希望していたのであって，不本意えよ
がら結婚・ 育児等の理由で転・退職巻余儀無くされたものと考えられる （表10）。
また，前調査で職業についていない者に対して，近い将来職業につき たいと思うかとい
う質問をしたところ， 36名（不明を除く未就職者の69.29ぢに相当）が「っきたいと思う」
と答えていたのであったが，乙の 1年聞に実際に就職したのは 2名にとどまっている。
(4) 勤務先の状況
次iと， 5年経過時において何らかの職業についている者207名について，その勤務先の
状況等を検討してみたL、。
まず，設置の主体が公立であるか，私立であるかでは，表11の①に示すように，全体と
しては，公立機関勤務者がやや多く なっている。 乙の結果は，以前の状況と比較してみる
と，私立機関勤務者の減少によっていることがわかる。卒業後 3カ月調査では公立機関勤
務者は32.9%であったが， 3年経過時には47.0 9ちとなり， 5年経過時lζ54.69ぢを占めるに
至った。 更に詳 しく 読み取ると，私立幼稚園勤務者の減少が主因である 乙とがわかる。
雇用関係では，ほとんどが常雇で常勤となっている（表11の② ）。
勤務先の所在地は，全体では札幌市が約半数を占め，札幌市以外の北海道の市が約4分
表 1 勤務先の状況
人（%）
専 P守 分 野
事 項 全 体 専門外分野
幼稚園 保育所 施 設 その他
公立の機関 113 (54. 6) 5 (13 2) 66 (71. 7) 12 (60.0) 16 (88. 8) 14 (35.9) 
① 設置の主体 私立の機関 89 (43.0) 33 (86. 8) 26 (28. 3) 8 (40 ol 1 ( 5 6) 21 (53. 8) 
家業の手伝 自営 5 ( 2.4) 1 ( 5. 6) 4 (10. 3) 
常 震で常勤 190 (91. 8) 38 (100. 0) 89 ( 96 7) 19 (95. 0) 1 (61.0) 33 (84. 6) 
常雇で非常勤 5 ( 2.4) 1 ( 1.1) 1 ( 5.0) 3 (16. 7) 
② 
雇用関係 臨時又 は 日雇 7 ( 3. 4) 2 ( 2.2) 3 (16 7) 2 ( 5. 1) 
そ の 他 5 ( 2. 4) 1 ( 5.6) 4 (10 3) 
本L 幌 市 100(48 3) 20 (52. 6) 31 (33. 7) 6 (30. O) 12 (66. 6) 31 (79. 5) 
所③ 在 地
北 海道内の市 49 (23. 7) 4 (10 5) 30 (32. 6) 9 (45. O) 1 ( 5. 6) 5 (12. 8) 
北海道内の町村 34(164) 9 (23. 7) 19 (20. 7) 3 (15. O) 2 (11. 1) 1 ( 2 6) 
北 海道 以外 24 (11. 6) 5 (13. 2) 12 (13. O) 2 (10. ol 3 (16. 7) 2 ( 5.1) 
④ 自 宅通勤
可 能 167 (80. 7) 26 (68 4) 84 (91. 3) 10 (50.0) 15 (83. 3) 32 (82 1) 
不 可 能 40 (19. 3) 12 (31. 6) 8 ( 8. 7) 10 (50.0) 3 (16. 7) 7(17.9) 
計 207( 100. 0) 38(100.0) 92(100. 0) 20(100.0) 18(100. 0) 39(100. ol 
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9) 16) 
の1となっている。この割合は， ζれまでの調査結果と あまり変わ っていない（表11の③）。
通勤が自宅 （未婚者は親元）か ら可能であるか不可能であるかは，表11の④lζ示すよう
に， 8割は可能となっている。施設保母の場合は別と して，職を求め る側 も雇 う側も 自宅
通勤が可能とい う条件をつけがちであるが，そう した意向の現れが結果として数字の上に
も表れているも のと思われる。有職者の既婚率の高まり と共に 3 自宅通勤可能率も年々高
まってきている。
2. 職場における適応状態
次lと，卒業後 5年経過時就職者の職場における適応状態について報告する。 本調査では
9) 11) 16) 17) 
137名の有職者から回答が得られたのであるが，乙れまでの報告と同様に， 専門分野に勤
務している者 （113名 ）についての結果に限定して報告したい。
(I) 職場に対する満足度
この一連の研究では，職場適応をとらえる一つの方法として，現在の職場に対する満足
度を調べている。 乙れは，職場に関する事項を次の4領域lと大別し，右にあげである満足
度を表す四つの言葉の中から，現在の自分lとあてはまる ものを選んで回答しても らう方法
によっている。
① 職務内容 （仕事の内容）
② 勤務状態 （勤務時間など）
③待 遇（ 給料など）
④ 職場環境 （人間関係など）
?
??
?
〉
???
?
?
、．???
??、 ．
、．
、 ?，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??????
??
? ?
? 〈
??
? ? 、
乙の結果は，表12F:：示す通りである。まず，領域別lζ現在の職場lζ対する満足度をみて
みよう。
職務内容については， 全体では，満足している方に属する者 （A+B）は65.5%と半数
を上まわり ，かなり高い満足度 となっている。 4領域の中では，最も満足度が高い。職種
別の比較では，満足している者は，幼稚園教諭 （82. 79ち）と保育所保母（ 68.3% ）が多く
なっているが，施設保母 （47.Hち）とその他 （46. 2予ぢ）が半数を下まわ っている。公立 ・
私立の比較では，私立勤務者の万が公立勤務者よ りもかなり 高い結果となっている。これ
までの結果と比較してみると， 図 2から明 らかなように3 全体的に 2年経過時を頂点lと減
少傾向を示して きた満足している者の割合は，今回の調査で上昇に転じている。職種別に
みると幼稚園教諭と保育所保母の上昇がその主な要因となっている ζ とがわかる。
勤務状態については，全体として60.2%の者が満足してお り，やや高い満足度といえる。
職種聞では，幼稚園教諭で満足している者の多い （7 8.3 % ）のが目立つ。公私立別の比較
では， 私立勤務者の方がわずかに高い満足度となっている。 これまでの結果との比較では，
全体的にはやは り上向きに転じており，保育所保母の上昇度合が大きい。
待遇については，全体で42.5 予ちの者が満足しているにすぎない。乙れまでと同様，最も
満足度の低い領域となっている。職種別にみると， 満足している者は， 施設保母で70.6予ぢ
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主要12 現在の職場に対する満足度
（%） 
職 種 RU 公私立別
全 体
領域・項目 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立
N= 113 
N=23 N=60 N=17 N=13 N=73 N=40 
職 A 6.2 13. 0 5. 0 7. 7 4.1 10. 0 
務
満足（
63. 3 B 59. 3 69. 7 47. 1 38.5 53.5 70. 0 
内 c 31. 0 13.0 26. 7 52. 9 53. 8 39. 7 15.0 
容
不満｛
D 3. 5 4.3 5. 0 2. 7 5. 0 
動 A 6. 2 8. 7 5. 0 1. 8 2. 7 12. 5 
満足｛
務 B 54. 0 69. 6 48. 4 47. 0 61. 5 56. 3 51. 0 
状 c 33. 6 21. 7 38. 3 53. 3 30. 8 34. 2 32.5 
態
不満｛
8. 3 D 6. 2 5. 9 7. 7 6. 8 5.0 
待 A l. 8 l. 7 5. 9 2. 7 
満足（
B 40. 7 39. 1 31. 7 64.7 53.8 42. 5 37. 5 
c 44. 2 39. 1 51. 6 29.4 38.5 46. 6 40. 0 
遇
不満（
13. 3 D 21. 7 15. 0 7. 7 8. 2 22. 5 
職 A 7. 1 13. 0 6. 7 7. 7 5. 5 10. 3 
場
満足｛
B 51. 0 52.2 93. 6 25.0 53 8 52. 1 48. 7 
環 c 33. 9 26. 1 30. 0 56. 2 38. 5 34.2 33.3 
不満｛
境 D 8. 0 8. 7 6 7 18.8 8. 2 7. 7 
（注） 各領域の百分率を算出するに当たって， 一部不明は除外して計算した。
とかな り多いが，幼稚園教諭は39.1%，保育所保母は33.4%と少泣い。公立私立別では，
相変らず私立勤務者の満足度が低いのであるが，上向きに転じ， 両方の差がせばまってい
るのが注目される。乙れまで低い満足度であった幼稚園教諭が保育所保母を上まわる結果
（ ? ）
?
図2 現在の 職 場 le対 する満足度の変化
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となったことも注目される点である。
職場環境では，全体で満足している方lζ属する者は 58.1予ちで，やや高い満足度となって
いる。職種別の比較で，他の職種が6o予ちを越える満足者がし、るのに対して，施設保母では
25.0 9ぢと極端に低い。施設保母の満足度の低さは， これまで一貫して指摘されてきた点で
あるが，待遇に対する満足度が高いのとは対照的である。公立勤務者と私立勤務者との聞
にはほとんど差がなし、。これまでの結果との比較では， 全体的に上向きに転じているほか
は大きな違いとはなっていない。
以上の結果から，職場l乙対する満足度は，全体的にみて， 4領域とも上昇傾向lζ万向与を
転じており， 3領域では約 6割の者が満足している万に属することから，やや高まってき
たものと判断される。したがって，職場適応はやや良好とみなしてよいであろう。
職種別にみると，幼稚園教諭では，待遇面で不満を持つ者が相変らず多いが，全領域で
4年経過時を上まわる満足度となり，職務内容と勤務状態では約80予ちの満足者がし、る乙と
から，職場にかとより適応しているものと思われる。保育所保母も前年に比べるとやや適応
的となっているが，待遇面で不満を感じている者が多く，必ずしも高い満足度の群とはな
っていなし、。施設保母は，待遇面では満足している者が多いが，職場環境には不満を感じ
ている者が非常に多く， 高い満足度とはなっていない。
公私立別の比較では，公立勤務者が待遇でやや高い満足度となっているが，職務内容で
は私立勤務者の万が高い満足度となっており，どちらが適応的であるかは判断しがたし、。
いずれも， 4年経過時よりは適応的となっている。
(2) 職場適応尺度
職場適応をとらえるもう一つの方法は 「簡易職場適応尺度」によるものである。 乙の尺
度は，表13のように10項目からなり，職種適性因子（イ～ホの 5項目）と勤労意欲因子
（へ～ヌの 5項目）とで構成されている。自分に該当するとしてつけたO印につき 1点を
与える方法で採点した。 表13 簡易職場適応尺度の構成
尺度値は，積極的な白
己肯定が反映され，得
点、が高いほど良い適応
状態にあるといえる。
各尺度の平均値及び
標準偏差は表141乙示す
通りである。 全尺度に
ついてみると，全体で
は平均 5”Oで，図 3I乙
示したように，わずか
ずつ低くなってきてい
次のイ～ヌの記述で，現在のあなたにあてはまるものはどれですか。
（あてはまると恩われるもの総てをOでかとむ ）
イ．現在の仕事K興味をもっている
ロ．性格は現在の仕事に向いている
ハ．現在の仕事に必要な能力はある
ニ．現在の仕事をうまくやっていく自信はある
ホ．現在の仕事に必要な体力はあり，健康である
へ．現在の給料で一応満足している
ト．職場では楽しい生活を送っている
チ．職場のなかで， 自分の存在は認められている
リ．現在の職場で，将来，経済的安定は得られる
ヌ．現在の仕事をやりがいのあるものだと思っている
尺全 尺 度
職種適性因 子
勤労意欲因 子
2ミ
6 
3カ月 1年 2年
i言
2 
3カ月 l年 2年
長｜
3 J、
『『～一一一一ー
2 
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表14 簡易職場適応尺度の平均及び標準偏差（ SD) 
度
平均
SD 
平均
SD 
平均
SD 
全 体
職 種
幼稚園 保育 所 施 設
N~ 113 
N=23 N=60 N=17 
5.0 5.4 5. 0 5. 1 
1. 9 2. 1 2. 1 2.9 
2.5 2.8 2.4 2. 4 
l. 4 l. 3 l. 3 l. 7 
2. 6 2.6 2.6 2. 7 
l. 4 l. 3 1 3 l. 5 
図3 簡易職場適応尺度の平均値の変化
1 全尺度得点
定
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たのであるが， 5年経過時には上昇に転じ，乙れまでで最も高い適応点、となっている。職
種別では，前年最も低かった幼稚園教諭の上昇が著しく，この時点では最高となっている。
公私立の比較では，はじめて私立勤務者が公立勤務者を上まわる結果となった。
職種適性因子についてみると，全体は 25で，これまでよりもやや高い適応点と なって
おり，幼稚園教諭と私立勤務者の上昇が目立っている。
勤労意欲因子も上昇を示し，全体は 2.6 となっている。幼稚園教諭，施設保母及び私立
勤務者の上昇が著しい。
これらの結果から，全般的に前調査に比べてやや高い得点となっており，適応状態は良
好化へ転換が認められる。幼稚園教諭の変化が顕著で，勤労意欲も職種適性感も高まった
ζ とから， 最 も適応状態の良い群となっている。保育所保母は， 勤労意欲の上昇によって
前年よりも高い適応を示している。施設保母は，職種適性因子も勤労意欲因子も前年より
高い得点となり，幼稚園教諭に次 ぐ適応状態の群となっている。その他の群は，職種適性
感の低下が認められ，前年に比べわずかに低い結果となった。公私立の比較では， 勤労意
欲因子では下まわった得点、となっているが，高い職種適性因子得点iζ支えられ，私立勤務
者の方が適応的である。
尺度を構成している項目では，各群の聞にどのよう な差が認められるであろうか。乙の
点を調べるために，各群の項目別肯定率を出してみたのが表 15である。
項目イは職種適性因子の中で肯定率の最も高い項目であり，多く の者が現在の仕事lと興
味を持っているといえる。幼稚園教諭が高く，その他が低い。性格が向いていると いう項
目ロも半数を上まわっているが，その他が高く，施設保母が低い。項目ハは，保育所保母
がやや低く，公私立の差が大きL、。 「現在の仕事をうまくやっていく自信」は最 も肯定率
表15 尺度の項 目 別肯定 率
(%) 
示ミ全体 職種別 公 私 立別幼稚 園 保 育 所 施 設その 他 公 立私 立N=113 N=23 N=60 N=17 N=13 N=73 N=40 
職 イ 66.4 78.3 63.3 70.6 53.8 61. 6 75. 0 
種 ロ 54.0 60. 9 51. 7 41. 2 69.2 50. 7 60. 0 
適
ノ、 40. 7 43.5 36 7 47. 1 46、2 35. 6 50.0 
性
因 38. 1 43.5 38.3 41. 2 23.1 37. 0 40.0 
子 ホ 48.7 56. 5 48. 3 41. 2 46.2 45.2 55. 0 
動 〆＼ 36.3 34. 8 28. 3 70. 6 30. 8 37. 0 35. 0 
労 ト 41. 6 47 8 45.0 29. 4 30.8 37. 0 50.0 
意
61. 1 69.6 チ 61. 7 47. 1 61. 5 60.3 62. 5 
欲
因 リ 44.2 21. 7 50.0 70.6 23.1 61. 6 12. 5 
子 ヌ 72.6 82.6 78.3 52.9 53.8 68.5 80.0 
21 
が低く，その他が特に低い。現在の仕事lと必要な体力はあり健康であるという者は，施設
保母が最も低い。
勤労意欲因子の項目へは，施設保母はかなり高いが，全体的に低く，給料に満足してい
る者は少ない。職場で楽しい生活を送っている者も約4割にすぎなく，施設保母，その他
が少なく，公立勤務者も少ない。職場の中で自分の存在が認められていると思う者は全体
的に多い方であるが，施設保母が少なし、。項目リでは，幼稚園教諭とその他，私立勤務者
が極端に低い肯定率となっている。彼女らの多くが，現在の職場では，将来の経済的安定
は得られないと思っているのである。項目ヌは全体的に高い肯定率を示しており，多くの
者が現在の仕事をやり 図4 尺度の肯定率の変化
がいのあるものだと思
っているのであるが，
施設保母とその他では
半数を若干上まわって
いるにすぎない。
過去5年聞の肯定率
の変化について見ると，
図4に示すように，対
象者全体の肯定率は，
項目によって大きな差
が認められ，下降傾向
を示すもの，上昇傾向
を示すものなど様々な
変化の方向が見られる。
両因子の中から，高
い肯定率を示すもの，
低い肯定率を示すもの
各々 2項目を抜き出し，
職種別比較を試みたの
が図4の2であるが，
職種聞の差が大きい項
目もあり，年閣の変動
の激しい項目もある。
勤労意欲因子のへとヌ
の群聞の肯定率が対称
的になっており，興味
2量 （職種適性因子 〕
l. 全体の項目別肯定率
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深い結果となっている。
これまでの調査で，項目別の比較において，また，前項の満足度の比較においても，特
徴的にとらえられた問題点の一つは，幼稚園教諭及び私立勤務者が待遇面で強い不満を持
っている乙とであった。今回の 5年経過時の調査では，幼稚園教諭は，相変わらず私立勤
務者が多い構成にもかかわらず，満足している者の比率は保育所保母を上まわる結果ととf
っている。 この辺の事情を探るために，具体的な資料で検討してみたし、。これまで，毎回
給料の支給額の分布と平均とによ って示してきたのであるが，年令や勤続年数などによる
違いもあるので，今回は，普通の年令で卒業し，卒業と同時に就職し，同一職場で一貫し
て勤務してきた者の中から，平均的事例を抜き出して示したいと思う。
表16はそれぞれ平均的 1例の本棒の昇給状況を示したものである。 3年経過時までは，
私立幼稚園教諭の給料は，公立勤務者との差が大きいばかりでなく，私立保育所 ・施設保
母との差 も聞いて行く傾向にあったので，強い不満の原因となっていた。と乙 ろが， 私立
勤務者間では， 4年経過時でその差がある程度つまり， 5年経過時に至っては，幼稚園教
諭の万が保育所・施設保母を上まわる例が多く出る状況に変化している。諸手当を含める
と，保育所・施設保母の方が幼稚園教諭よりも多く支給されてはし、るが， こうした傾向を
彼女らが知ったとすれば，及ぼす影響は少なかならぬものがあるのではなかろうか。待遇
に対する満足者の増減は， 乙うした傾向の心理的影響の現れとみてよいであろう。
表16 給料（本俸） の変化例
（円）
幼稚園教諭 保育所保母 施設 保母
調査時 点
公 立 私 立 公 立 耳i入 立 公 立 私 立
就職時 3 1,5 0 0 2 2,0 0 0 2 8,8 0 0 2 6,0 0 0 2 8,5 0 0 2 2,5 0 0 
1年経過時 3 6,0 0 0 2 6,5 0 0 3 4,5 0 0 3 1,00 0 3 4,5 0 0 2 7,100 
2年 ， 4 3,8 0 0 3 3,0 0 0 4 1,4 0 0 3 7,8 0 0 4 2,7 0 0 3 5,60 0 
3年 ， 勺 4 1,0 0 0 5 1,7 0 0 4 5,2 0 0 5 3,2 0 4 6,0 0 0 
4年 " 。 5 6,0 0 0 6 3,6 0 0 5 7,6 0 0 7 0,8 0 0 5 7,6 0 0 
5年 ， 1 0 1,4 0 0 8 3,5 0 0 9 1,2 0 0 7 ,100 1 0 0,8 0 0 8 2,6 0 0 
（注）・公共勤務者の金額は，人事院勧告によるベースアップを含まない段階のものである。
・100円未満の金額は四捨五入した。
(3) 今後の職業生活の希望
以上にみてきたような満足・適応状態にある彼女らは， 今後の職業生活をどう送ろう と
しているのであろうか。この点を調べるこ とによって も，彼女らの適応状態の一面をとら
えることができるであろう。
表17は，今後の職業生活l乙対する希望を質問して得た結果である。現在の仕事を同一職
場で続け る希望は，全体で69,9%となり， 転職・ 退職を望んでいる（予定している）者 も
少なくなし、。同一職場継続希望は，施設保母と保育所保母で多く ，幼稚園教諭は 56.6%に
とどまっている。公私立の比較では9 私立勤務者の方がわずかに多し、。
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表 17 今後の職業生活の希望
（%） 
職 積 別 公私立別
全 体
希 望 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立
N= 113 
N=23 N=60 N=17 N=l3 N=73 N=40 
同一職場で継続 69. 9 56. 6 75. 0 76. 5 61. 5 68.5 72.5 
8.0 13. 0 8. 3 7. 7 6.8 10. 0 
類似職種へ 5. 3 13.0 1. 7 5.9 7. 7 5.5 5.0 
職
異種職種へ 5. 3 8. 3 5.9 5. 5 5.0 
退職・その他 1. 5 17. 4 6. 7 11. 8 23. 1 13. 7 7. 5 
図5 同一職場継続勤務希望者の変化
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これまでの結果と比較したのが図5であるが， 全体としてほ とんど変化がないけれども，
同一職場継続希望者は，私立勤務者で増加し， 公立勤務者を土まわるに至っている。職種
別では，幼稚園教諭と施設保母とが前年に比べて増加している。
転・退職希望（予定 ）の理由は，退職希望者では， 結婚・結婚準備が多く， 家事 ・育児
のため，自分の病気を含めると，ほとんどがこれらの理由によっている。転職希望者では，
職場環境の不満をとげる者が最も多く， 職務内容の不満や自分の病気などを上げている者
も少なくない。
仕事を続けたいと思っている者に，いつごろまで続けたいかとの質問をした結果は， 「
できるだけ長く勤めたい」が56.0弘 「結婚まで」が 16β弘 「結婚後， 子供が生まれる
まで」が 9.0 絡などとなっている。幼稚園教諭の 42.19ちは結婚や出産を機会に退職したい
と考えているのに対して，保育所保母の 69.6%はでき るだけ長く勤めることを希望し， 結
婚や出産を機会に辞めたいと思っている者は 14.39ちにすぎなし、。 職業生活に対する構えが
幼稚園教諭と保育所保母とでは違っているように恩われる。
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3. 現在の生活状況と生活観
第 3！ζは，保育者養成校卒業生の現在の生活状況，生活観などについて報告したい。本
調査の202名の回答を中心に，乙れまでの結果も加えて，主要項目の結果を発表しておき
たいと思 う。
( 1) 最近の健康状態
表18の結果は，対象者の最近（調査前の 2' 3カ月間）の身体的な面での健康について
質問して得たものであるが，全体として，普通以上の健康状態にある者は 71.7%で，必ず
しも良好な状態とはいえない。 「乙れといっ た病気はないが， f,I.んとなく調子がよくない」
という者が 22.2予ちに達し， 「病気がちである」と「長期間寝込むほどの病気やケガをした」
という者がω勿である。健康的でない者の割合は，専門分野で働いている者に多い傾向に
あり，特に保育所保母lと多い。腰痛や疲労感があり，健康面ですぐれとよいという訴えが保
育者にかなり多いことは，周知のことであるが，保育者は乳幼児や身障児を相手にするた
め，どうしても腰をかがめたりだきかかえたりする機会が多く，こうした症状になりがち
とよのであろう。
これまでの結果との比較では，表19！と示すように，普通以上の健康状態にある者は，前
回の調査で急激芯落ち込みを見せたが， 今回は，専門分野のその他の群以外は高い比率と
なっている。特に幼稚園教諭の結果で著しい。
表18最近の健康状態
（%） 
全体
専 門分 野
専門外分野 無職健康状態 幼稚園保育所施 設その他
N=202 
N = 23 N = 60 N = 17 N = 13 
N=24 N=65 
健康で非常に調子がよい 19. 3 8. 7 8. 3 5. 9 15. 4 37. 5 30. 8 
普通の健康状態 52.4 73.9 46.6 52.9 46. 2 50.0 52. 3 
なんとなく調子がよくない 22.3 17. 4 36. 7 23. 5 30. 7 12.5 12.3 
病 気 カi ち 4.0 6. 7 5. 9 7. 7 3. 1 
長期間寝込む病気 ・ケガ 2.0 l. 7 11. 8 l. 5 
表19 普通以上の健康状態の者の割合
（%） 
調査時点 全 体 専門
分 野
専門外分野 無 職幼稚園保 育所施 設その他
3 カ月経過時 71. 1牢 77. 1 67. 8 58. 3 75.0 72. 7 米〉ド
1 年 ， 69.4 71. 0 64.6 65. 4 75.0 79. 1 68.5 
2 年 ， 67. 1 69.3 60. 8 47. 4 84.6 85. 2 68.2 
3 年 ， 71. 5 75. 7 62. 4 50.0 70. 6 81. 8 84.2 
4 年 ， 60. 1 58. 3 41. 8 44.5 71. 4 77. 8 73. 7 
5 年 ， 71. 7 82.6 54. 9 58.8 61. 6 87. 5 83. 1 
回＊無職を含まない 木本調査していない
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(2) 最近の精神状態
前項と同様lと，最近の精神的な面での健康について調べた結果を示したのが表20である。
全体では， 「満ち足りた気持であり，楽しい生活であるjと「それほど充実感はないが，
けっこう生活を楽しんでいる」とで 76.2予彰に達し， 「なんとなくその日その日を過として
いる」を加えると 90.1予ちととtる。これらの三つの回答を合わせて，普通以上の精神的健康
状態にある者とみなせば，施設保母を除いては80予ち以上とぼっており，まずまずの状態に
あるといえる。
これまでの結果との比較では，全体として，前調査では精神的に良好な状態にある者が
減少を示したのであるが，今回再び増加し，これまでの最高となっている（表21)。既婚
者の比率が高くなってきている無職者で良好な者が多いのが注目される。
表20巌近の精神状態
（%） 
全体
専門分野
専門外分野 無職
精神状態 幼稚園保育所施 設その他
N= 202 
N = 23 N = 60 N = 1 7 N =13 
N=24 N= 65 
満ち足りた楽しい生活 24.3 26. 1 15.0 17. 6 23.1 33.3 30. 8 
けっ乙う楽しい生活 51. 9 56. 5 55. 0 41. 2 53.8 54. 2 49.2 
なんとなく過としている 13. 9 18.3 17. 6 7. 7 8.3 16.9 
満たされない日が多い 6.4 8. 7 6. 7 11. 8 15. 4 4.2 3. 1 
満たされず不愉快 3. 5 8.7 5.0 11. 8 
表21 普通以上の精神状態の者の割合
（%） 
調査時点 全 体
専門 分 野
専門外分野 無 職
幼稚園保育所施 設その他
3 カ月経過時 80. 3* 80. 9 82. 8 79. 2 83.3 71. 4 ・.1 トーJト
1 年 // 82. 6 82 5 88. 7 75. 4 86.2 87. 5 74.9 
2 年 // 86.0 82.7 81. 0 78 9 100.0 96.3 95.5 
3 年 ， 87. 3 88. 5 85.2 57. 2 94.1 87. 9 97. 4 
4 年 // 82. 4 83. 3 74.6 61. 1 85. 7 88.9 92.9 
5 年 ， 90. 1 82.6 88. 3 76.4 84.6 95. 8 96. 9 
回 ＊無職を含まない 牢本調査していない
(3) 最近の暮らし向き
次 Iζ，最近の暮らし向きについて調べた結果を取り上げてみよう。経済的な面について
は，結婚しているかどうか，あるいは自宅通勤であるかどうかなどによって，その受けと
め方は違っていると思われるが，一応これまでと同じ職種別比較で示してみたい。
表22の「余裕がある」は，回答項目の 「余裕がある」と打、くらか余裕ができ，まとま
ったものでも買える」とを合わせたものであり， 「もう少し余裕がほしい」とは「食べる
心配はぽいが，……」というものである。なお， 「その日の暮らしにさえ困っている」と
26 自佐：保育者養成校卒業生の進路と職場適応〔VI〕
表22 最近の暮 らし向き
（%） 
全 体 専 r号 分 野 専門外分野 無 職
最近の暮らし向き 幼稚園 保育所 施 設 その他N=2日1 N=23 N=60 N=17 N=13 N=23 N=65 
余 裕 カ5 あ る 49. 2 43. 5 40. 0 70.6 38.5 56. 5 53.8 
もう少し余裕がほしい 46.8 47. 8 56. 7 29. 4 615 43. 5 40. 0 
食べるのに精 一杯 4.0 8. 7 3. 3 6.2 
表23 去年とくらべた暮らし向き
（%。〕
全 体 専 門 分 野 専門外分野 無 職
変 化 幼稚園 保育所 施 設 その他N= 202 N=23 N=60 N=17 N=13 N=24 N=65 
楽になっ たと 思う 14. 4 26. 1 11. 7 17. 6 15. 4 16. 7 10.8 
同じようなものだと思う 64. 3 65. 2 61. 6 64. 8 69.2 62. 5 66. 1 
苦しくなったと思う 19.8 6. 7 21. 7 17. 6 15.4 20. 8 23. 1 
わ カ〉 ら な し、 1. 5 5. 0 
図6 最近の暮らし向きの変化（全体）。 25 50 75 100% 
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余裕が いくらか余裕ができ，ま 食べる心配はないが， 食べるのに
ある とまったものでも貿える もう少し余裕がほしい 精一杯だ
図7 去年とくらべた暮らし向きの変化（全体）
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楽になったと思う 同じようなものだと思う 苦しくなったと思うオコから句、
いう 項目も用意 したが， 該当の回答はゼロであったので省略した。
表22から，約半数は余裕があると答えており， 最近の暮ら し向きは比較的良い状態にあ
るものと判断される。余裕があり，まとまったものでも買えるという感じ方は，施設保母
lと多い。前1年聞大きな物価変動を体験した前回（ 4年経過時， 49年）の調査 と比較 して
みると，図 6のように， 余裕がある方の者が増加している。前調査で，幼稚園教諭は，食
べるのに精一杯だと29.2予ちの者が答えていたが， 今回の調査では 8.7%と大き く減少して
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いる。
また，暮らし向きの変化をどう受けとめているか，を調べたのが君主23であるが， 「去年
の今頃にくらべると……」の質問に対して，圧倒的に同じようなものだという答えが多い。
楽になったと思う実感は幼維園教諭において多く感じられている。前調査との比較では，
苦しくなったと思うという受けとめ方が減少して，同じようなものだと思う者が増加して
いる（図 7）。苦しくなったと思う比率の減少は，幼維園教諭（ 292→ 6.Hぢ）， その他
( 35.7→ 1 5.4 予ち），無職（ 40.4→ 2 3.1安易）で多くなっている。
(4) 生活の目標
以上のような生活状況にある彼女らは，どのような乙とに目標を置いて日常生活を送っ
ているのであろうか。ふだん「生活の目標」としているおもなものを一つ選ぶ方法で回答
を求めた結果は，表241と示す通りである。
全体でみると， 「円満な家庭生活」が 37.6%, 「余暇を楽しむ生活」が 22.3%, 「便利
で豊かえf生活」が 9.4%となっており，自己中心的で、しかも高くを望まない，いわゆる小
市民的往生活目標をあげているものが 69.3% re.達している。これに対して， 「仕事に打込む
生活」 「社会につくす生活」をあげて，社会貢献的な目標を意識している者は 20.3予ちとな
っている。特lと生活の目標などは意識していないという者も 8.4~ちを占めている。
職種別にみると，小市民的なタイプが多くの割合を占めているのは専門外分野と専門分
野のその他に勤務している者で，乙れらの者は，仕事の適性ややりがいよりも収入を得る
ことに重きを置いて働いているように思われる。
表24 ふTどん目僚としている生活
L笠1
全 体 専 門 分 野 専門外分野 無 職
生 活 幼稚園 保育所 施設 その他
N=202 N=23 N=60 N=l7 N=l3 N=24 N=65 
円満な家庭生活 37. 6 17. 4 25. 1 5.9 38.4 41. 6 63.1 
余暇を楽しむ生活 22.3 34.9 23. 3 41. 2 15.4 20.8 13.8 
仕事に打込む生活 11. 9 21. 7 18. 3 11. 8 7. 7 4.2 6.2 
便利で豊かな生活 9.4 8. 7 8. 3 5.9 30. 8 16.7 4.6 
社会につくす生活 8.4 13. 0 10.0 17. 6 4.2 6.2 
そ の 他 2.0 5.0 12.5 1. 5 
特 』ζ な L、 8.4 4. 3 10.0 17. 6 7. 7 12. 5 4.6 
(5) 現在の生活の満足度
次lζ，卒業後 5年を経過した時点で，彼女らは，現在の生活にどの程度満足しているか
という点について検討してみよう。
現在の生活lζ対する満足度についてはト次の四つの領域を設定し， A～Dの満足度の申
からあてはまるものを選んで回答してもらう万法によって調べた。
① 家庭関係（同居の家族との生活で，互いの考え方や態度などから得られる満足度）
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② 経済生活（衣，食、住l乙関して得られる満足度）
① 自己実現（自分のやりたいと意図したことができるかどうかについての満足度 ）
④ 総合として（①～③を総合してみて，得られていると思う満足度 ）
{ A 非常叩し… C，あまり満足して
B, tごいたい満足している D，非常lζ不満で、ある ｝ 
第1の家族関係の満足度は，表251と示すように，有識・無職と未婚・既婚との分類を用
いて整理した。未婚の有職者の場合は，自宅通勤者lζ限定した。全体として， 「非常lζ満
足している」 「だいたい満足しているj と答えている者は86.4%に及び，同居家族との生
活に多くの者が満足している。
第2の経済生活の満足度では，全体として満足している万に属する者は72.7%で， 衣 ・
食 ・住l乙関してまずまずの満足状態にあるようである。群聞に大きな差はない。
これに対して， 第3の自己実現の満足度では，満足している者の方が多い群は幼稚園教
諭と専門外分野で，全体では42.69らにとどまっている。
以上を総合した満足度は，全体
で74.2%が満足している方に属し，
群別では，無職， 専門外分野，幼
稚園教諭が比較的高い満足度とな
つで
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表25 家族関係の満足度
（%） 
有 職 者 無 職 者
未婚既婚 未婚既婚
N=51 N=lO N=9 Nニ56
23. 5・ 30.0 11. 1 33. 9 
66. 7 50.0 7. 8 55. 4 
9.8 20. 0 11. 1 7. 1 
3.6 
表26 現在の生活の満足度
（%） 
専 門 分 野
領域 ・満足度 全 体 幼稚園保育所 胞 設そ の他 専門外分野 無織
N=202 N=23 N=60 N=17 N=13 N=24 N=65 
A 7. 4 8. 7 8. 3 5. 9 15. 4 12.5 3. 1 
経済生活
B 65.3 56.6 58.4 64. 7 53.8 70.8 76.9 
c 22.8 30.4 25. 0 29.4 23. 1 16. 7 16.9 
D 4. 5 4. 3 8. 3 7. 7 3. 1 
A 9.4 17. 4 3. 3 5.9 15. 4 20. 8 7. 7 
自己実現
B 33. 2 39. 1 40.0 29.4 15.4 33. 3 29.2 
c 45. 5 34. 8 45.0 58. 8 61. 5 33. 3 47. 7 
D 11. 9 8. 7 11. 7 5. 9 7. 7 12.5 15.4 
A 5.4 8. 7 3. 3 15.4 12. 5 3. 1 
総合し て
B 68. 8 69.6 68.4 64. 7 38. 5 66. 7 76.9 
c 24. 3 13.0 28. 3 35.3 46. 1 20.8 18. 5 
D l. 5 8. 7 l. 5 
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るが，家族関係と経済生活で高く なっているので， 総合した満足度も 70.1%から 74.2%へ
と高まった。
(6) 人生に対する実感
人生l乙対する実感はどうであろうか。乙の点、を調べるために， 次のような五つの項目を
設定し， A～Eの感じ万の申から最 もあてはまるものを選んで回答しても らった。
① 人生はまじめに努力さえすれば幸福になる。 A.非常にそう感ずる
② 人生は結局ひ とりぼっちなのだ。 B.まあそう感ずる
① 人生は闘いの場所だ。 c.あまりそう は感じない
④人生ははかない。 D.全くそうは感じない
⑤ 人生は苦しみも多いが楽しみ も多い。 E.わからない
各項目の回答を単純化し，そう感ずる肯定率（ A トー B）という形で整理 してみると，表
271の ような結果となった。
全体として，肯定率の高かったのは項目⑤で， 多くの者は 「人生は苦しみ も多いが楽し
みも 多い」と感じている。肯定率の低かったのは項目④で， 「人生ははかない」 ものと感
じている者は 4分のlにすぎなL」 また． 「人生はひとりぼっちなのだ」 と感ずる者も少
とよい。総じて， 人生lと対する感じ方は，悲観的ではなく，希望を抱いた堅実なものといえ
ょう。
群別では，幼稚園教諭で 「人生はまじめに努力 さえすれば幸福になる」 と感じている者
が少 ないこ と，施設保母で 「人生は結局ひと りぼっちなのだ」 「人生ははかない」 と感じ
ている者が比較的多い乙と，専門外分野で「人生は結局ひと りぼっちなのだJと感じてい
る者が比較的多いことなどが目立っ ている。
表27 人生IL対する実感（そう感ずる率，A+B)
（%〕
専 門 分 野
項目 全 体 幼稚園 保 育 所 施 設 そ の他 専門外分野 無 職N=202 
N=23 N=60 N=17 N=l3 N=24 N=65 
① 57. 4 39. 1 56. 7 52.9 61. 5 66.7 61. 5 
② 32. 7 17. 4 31. 7 58.8 53.8 58. 3 18.5 
① 56. 9 69 6 58.3 64. 7 38. 5 62.5 47. 7 
④ 25.2 39. 1 20 0 58. 8 30.8 12. 5 20. 0 
⑤ 88.6 82. 6 93.3 76 5 84. 6 91. 7 89. 2 
(7) 生きがいを高めるために必要な もの
将来の人生に目を向けて，彼女 らが，今後さらに自分の生きがいを高めるために，何を
必要 と感じているか， という点についても検討を試みた。六つの回答項目の中か ら一つ選
ぶ方法で回答を求めた結果，表281乙示すような資料が得られた0・
全体と して，最 も多く求められているのは 「なとやかな家庭と子供」である。 「やりが
いのあ る仕事 ・職場」をあげる者も 4分の 1I乙達 している。
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表28 生 きがし、与を高め るため に必要なもの
（%） 
専門分野
全体 専分門外野 無職生きがいのために必要伝もの N=202 幼稚園保育所施 設その他 N=65 N=24 N=23 N=60 N=17 N=13 
f,I: cやかな家庭と子供 35. 0 39. 2 31. 6 23. 5 46. 1 29. 2 40.0 
やりがいのある仕事 －職場 24. 3 17. 4 21. 7 41. 2 15.4 8. 3 32. 3 
自分の気に入った趣味・娯楽 13 4 13. 0 8.3 5. 9 23. 1 25. 0 13. 8 
心から話し合える友人 11. 9 13.0 16. 7 5. 9 7. 7 25.0 4.6 
互いに助け合える隣人 3.5 4. 3 5. 0 5. 9 3. 1 
その他 11. 9 13.0 16. 7 17. 6 7. 7 12. 5 6.2 
群別にみると，幼稚園教諭が全体と類似の傾向を示しているのに対して，保育所保母で
は趣味・娯楽が少なくなって 「心から話し合える友人」 の必要性がやや高い。施設保母で
は「やりがいのある仕事・職場」が強調されているが， その他では 「自分の気に入った趣
味 ・娯楽Jが仕事・ 職場に代って多く 必要と感じられている。専門外分野では， 仕事・職
場の志向性が低く，趣味 ・娯楽や友人に向けられている。無職の者で 「やりがいのある仕
事 ・職場 」の必要性が多く感じら れている点が注目される。
(8) 共感の持てる生き方
最後に，どんな生き方に共感を持っか，とい う点について調べた結果を報告する。
表29に示した項目のほかに， 「世の中l乙背を向けて も自分なりに生きる」 「成り行きに
まかせる」の二つも回答項目として用意したが， 該当者が少数であったので， 「その他」
としてまとめた。
表29か ら，彼女らが共！惑が持てるとした生 き万は， 全体では 「自分の向上を目指す」と
いうものが最 も多いが， 「平凡に地道に生きる」， 「自由に人生を楽しtr」というどちら
かといえば消極的な生き方に共感を持つ者も 42.0%に及んでいる。 「世の中をよく するよ
うにがんばる」生き方には14.4%の者が共感を持つにとどまっている。
群別では， 「自分の向上を目指す」生き万に共感を持つ者が無職や専門外分野lζ多くな
っているのであるが， そうありたいという 自己の願望の投影とみていいであろう。保育所
保母とその他では， 「平凡に地道に生きる」 l乙最も多く共感が持たれている。
表29 共感の持てる生 き方
（% 〕
専門分野
専分 門外野生 き 方 全 体 幼稚園保 育 所施 設その 方 無職N= 202 N=23 N=60 N=17 N=13 Nニ24 N=65 
自分の向上を目指す 39. 1 39. 2 25.0 41. 2 15. 4 45.8 53.9 
平凡K地道に生きる 26 7 17. 4 29. 9 23.5 46. 1 25. 0 24. 6 
自由に人生を楽しむ 15. 3 17. 4 16. 7 5. 9 23. 1 20.8 12.3 
世のためにがんばる 14.4 21. 7 21. 7 17. 6 15.4 4. 2 7. 7 
その 他 4.5 4. 3 6. 7 11. 8 4.2 1. 5 
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日「 おわ り
以上，保育者養成校（短大・専門学校）卒業生379名の卒業後 5年経過時における進路
状況，職場適応及ぴ生活状況について，数量的な検討を行った。その結果，次l乙要約する
ようとE点、が明らかになった。
① 調査を重ねるごとにみられた専門分野就職者の減少は更に進行し，全体に占める割
合は44.3%となった。卒業時に比べ29.9%, 4年経過時に比べ 2.1 %の減少である。専門
分野就職者の減少率が鈍ったのに対して，専門外分野就職者の減少が多かったので，就職
以外の者（ほとんどが家事従業者）が一層増加し，全体の38.0%を占めるに至った。
② 卒業時就職者の同一職場継続勤務率は24.85もとなった。すなわち，この 5年の聞に
75. 2%の者は第 1の職場を離れてしまっている。このうちの57.6%は現在無職であるが，
残りの者は他の職場で現在も働いている。 4年経過時就職者の継続勤務率は79.55らである。
＠ 減少の大きい専門分野において，継続勤務率が比較的高く，未就職者の就職や他か
らの転職も多い保育所保母は，まだ卒業時の97.9%に相当する92名が就職している。
④職場に対する満足度は， 4年経過時に比べて， 4領域とも高くなり，満足している
方に属する者の比率は，職務内容65.55ら，勤務状態60.2%，待遇42.5%，職場環境58.1% 
となっている。年々多くなっていた待遇面で不満を感じている者の減少が注目される。
⑤簡易職場適応尺度でとらえた適応状態も， 4年経過時よりはかなり高くなり，良好
イ七への転換が認められる。乙れまで一貫して低かった私立勤務者の適応点、は，職種適性因
子得点、の上昇が著しく，はじめて公立勤務者を上まわる結果となった。
⑥ 私立勤務者（特に幼稚園教諭）は給料など待遇面での不満が強く，乙れが勤労意欲
を低め，不適応感を持たせる主因になっていたのであるが，待遇改善がある程度行われ，
私立勤務者間での格差が少なくなったため，それTニマけ不満度が小さくとEっている。
⑦ しかし，現在の仕事を同一職場で続けたいという希望は69.9%で， 4年経過時とほ
とんど変わらなL、。結婚・家事・育児のため退職を余儀なくされている者がいるほか，職
場環境に対する不満などで転職を希望している者も少なくなL、。
＠ 最近の健康状態についてみると，精神的には全体的にまずまずの健療といえるが，
身体面では，なんとなく調子がよくないという者を含めて約 3割の者が不健康な状態にあ
るものと判断される。前回と同様に，保育所保母と施設保母lζ不健康な者が比較的多い。
① 最近の暮らし向きについては，ほとんどの者が食べるのには心配がないと答えてい
る。大きな物価変動を経験した49年の調査よりも良くなっている。前年との比較の受けと
め万も，苦しくなったという者が減少している。
⑪ 日常の生活目標は，円満な家庭生活，余暇を楽しむ生活などという，いわゆる小市
民的なものを上げる者が多く，社会貢献的な目標を意識しでいる者は少なし、。
⑪現在の生活に対する満足度は，家族関係では満足している者が非常に多く，衣・食
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－住の経済生活でもまずまずの満足状態にあるが，自己実現では不満を感じている者の方
が多 L、。総合した満足度は，全体で74.2 9もが満足している方に属する。
＠ 人生l乙対する実感では，総じて，悲観的ではなく，希望を抱いた堅実なものといえ
る結果となっている。また，自分の生きがいを高めるために何が必要かとの質問に対しで
は， 「なごやかな家庭と子供」という答えが最も多く，共感の持てる生き方については，
「自分の向上を目指す」というものが最も多かった。
はじめにも述べたように，一連の研究は同一対象者を追跡的犯継続調査する方法によっ
て実施されてきたものであるが，今回の卒業後 5年経過時（第 6次）調査をもって，遂年
的資料の収集は一応打ち切りとしたい。その理由は，実態調査であるため，条件統制が十
分できず，比較する対象群の構成にもアンバランスが生じ，数量的な比較が適切でない状
況になったからであり，不明者・不就職者の増加により，追跡的調査としては一応の限界
と考えられるからである。なお，可能ならば，卒業後10年経過時K，進路状況の検討だけ
でも実施したいと考えている。これまでの資料については，更に因果的な検討，事例的な
堀り下げを今後進め，発表する予定である。
最後に，この研究にと協力いただいた卒業生の方々，養成校の諸先生，勤務先の方々，
父兄の方々に，心から感謝の意を表します。
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